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A-2基本計画に紐づく具体的な取組（施策群）が着実に実施されているか

対応する
ロジックチャートの要素 施策群 施策群等の分析から明らかになった点

多様で卓越した研究成果
に繋がる、厚みのある研究
が進む

-

• 第6期基本計画期間になり、多様な知の創出・拡大に向けて、創発的研究支援事業や科研費の
拡充が着実に進んでいる。ただし、施策の進捗・効果を把握する方法は、採択件数や採択率、論文
数など一部に限られている。

• 研究を支える（周辺）環境の改善に関する施策は一部に留まっており、相対的に少ない。
• 効果的なファンディングへの取組に関しては、施策の内容・進捗を把握することが困難である。
• 競争的資金の事務手続き等ルールの一本化など、効率的なファンディングに向けた取り組みは進んで

いる。

基礎研究・学術研究
から、研究者への切れ
目のない支援を含め、
多様で創発的な研究
を促進する

多様な知の
創出・拡大

• 自ら定めた挑戦的な研究構想を長期的に支援する「創発的研究支援事業」の拡充、科研費の拡
充や科研費の新興・融合領域の支援強化による基礎研究・学術研究の振興施策が進行中。他に
は、国立大学・私立大学の基盤的経費の拡充が主な施策である。

• 事業のアウトカム・アウトプット指標として、科研費の新規採択率30％や、創発的研究支援事業の採
択件数の拡充、研究時間確保が置かれている。

研究やその周辺
環境の改善

• SPring-8等一部の大型研究施設については、研究のDXを支えるインフラとして、産学官での利活用
が今後も進む予定である。また、大学共同利用機関の研究体制強化に関する検証を行う予定があ
る。

• ただし、統合イノベーション戦略に紐づく、その他の研究環境改善に関する施策（研究者の研究時
間確保、研究を支える高度専門職人材、大型研究施設以外の施設・設備に関する施策）は確認
されなかった。

効果的なファンディ
ング

（研究者への切
れ目のない支援、
研究成果の切れ
目ない創出）

• 研究成果の切れ目ない創出については、JST/JSPS/NEDO間の連携強化が検討段階にある。
• 多様な研究者の参画を促すため、戦略的創造研究推進事業における戦略目標の大括り化に向け

た取り組みが進行中。
• 切れ目のない支援については、「イノベーションの創出に向けた研究開発へのシームレスな支援」を指

すのか、「研究者が若手から中堅、シニアまでステップアップできる仕組みの構築」を指すのか、統合イノ
ベーション戦略からは確認できなかった。

• 競争的研究費等の各事業の配分や事業の見直しのため、e-CSTI等を活用して競争的研究費等の
各事業ごとのインプット・アウトプット等を用いた分析を実施中。

効率的な
ファンディング

• 間接経費の扱いや各種競争的資金の事務手続き等に係るルールの一本化や簡素化、事務手続き
のデジタル化・迅速化に向けた取り組みは進んでいる。

【専調ご意見】各府省の、政策評
価、プログラム評価と連動させるの
かを考える必要

施策の概況（分析結果）
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先行文献・統計
（当該取組に関わる

先行研究論文・
調査報告書等）

（当該取組に関する
研究者・有識者）

2. 重要な要因についての文献調査・分析

重要な要因に対して先行文献・統計からデータ・事例・分
析を収集

目標達成状況の原因は何か
現場ではどのような取組が行われているか
海外ではどのような解決策がとられているか

重要課題、追加的に考えられる対策を検討。

3. 評価専調及び検討会による議論

A-3 基本計画の進捗に影響を与えている要因と、改善に向けて対応すべき課題は何か。
B     ロジックチャートや指標の設定等で改善すべき点はあるか。

1. 目標達成状況分析と施策実施状況分析の総合分析

指標の変化等や、施策群の実施状況・強度の関係等を
分析。

再掲

総合分析
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